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研究倫理委員会企画・ 研究倫理ランチョ ンセミ ナー

【 最近の学術論文の動向： フェ イク論文が増えている？

学術的品質保証の必要性】

●日　 時： 2024 年 11 月 28 日㈭ 11： 30 ～ 12： 45
●会　 場：  第 12 会場（ 福岡国際会議場 2 階 203）・ オン

ラ イン

●参加者数： 246 名

　 　 　 　 　 　（ 現地参加 200 名・ オンラ イン参加 46 名）

●講　 演：  Ber nd Pulver er  (Head, EMBO press / Ch ief 
Editor, EMBO Repor ts) 

　 　 　 　 　 原英二（ 大阪大学微生物病研究所・ 教授）

　 近年、 科学技術の飛躍的な進歩と 、 生成 AI の発達等

も 相まって、 研究はスピーディ ーに進められ、 サイエン

スの発展に大き く 貢献し ています。 し かし その一方で、

生成 AI がフェイ ク 論文の量産にも 利用さ れているこ と

が明ら かになってきています。 こ のよ う な科学論文の現

状において、 我々研究者がフェイク 論文に翻弄さ れない

よ う にするにはどう したら よいのか、 またデータの学術

的品質を保つためにはどう したら よいのか、 真剣に考え

なければなら ない状況になっています。 そこ で、 今回の

研究倫理ラ ンチョ ンセミ ナーは、「 最近の学術論文の動

向： フェイク 論文が増えている？学術的品質保証の必要

性」 と いう テーマで、 企画・ 開催しました。 本セミ ナー

ではEMBO Press の Head である Bernd Pulverer 博士と 、

大阪大学微生物病研究所の原英二教授にご講演を賜り 、

活発なディ スカッ ショ ンを行いました。

　 まず、 DORA（ San Francisco Declaration on Research 
Assessment： サンフラ ンシスコ研究評価宣言） の創始者

のひと り であら れる研究倫理の専門家、 Bernd Pulverer
博士に、“ Transparent Publish ing and Open Science : 
from Bench to Journal” と 題し て、 ご講演いただきまし

た。 Pulverer 博士は Nature 誌や Nature Cell Biology 誌

の Editor を長く 務めら れ、 現在所属の EMBO Press に

おいても研究倫理に関する問題に長年に亘り 真正面から

取り 組んでおられます。 Pulverer 博士は、 投稿論文の中

で見ら れた多く の研究不正の例と して、 デジタル時代以

前に発表さ れた別の化石をつなぎ合わせた羽毛恐竜の捏

造化石、 また日本で起きた STAP 細胞問題等を例に挙げ

られました。 研究不正には、 ①単純なミ スやデータの美

化、 ②データの選択や偏向、 そして③完全な捏造と いっ

た 3 段階のプロセスがあり 、 こ の 3 段階で悪質度を判断

さ れている と のこ と です。 よ って近年ジャーナル側は、

図や表になったデータに信憑性をもたせるため、 元デー

タを提示さ せるよ う にしているこ と と 、 データの再現性

の重要性を強調さ れていまし た。 また、 近年、 AI が恐

ろしいほど発達しており 、 画像のみならず、 データセッ

ト も 瞬時に創り 出すこ と が可能であり 、 非常に注意が必

要であるこ と も 強調さ れていました。

　 続いて原教授に、「 データ検証の重要性について： 慎

重な研究のすゝ め」 と 題してご講演いただきました。 自

身の共著論文で、 自分が関わっていないイ メ ージングマ

ウスのデータで捏造が疑われ、 自分も 共著者である責任

感から 、 それを完全に検証し、 bioRxiv に publish し た

こ と 、 その結果、 すでにそのマウスを使った実験で論文

を publish し た研究者から は疎まれた一方、 そのマウス

を使ってデータが得ら れず、 困惑していた多く の研究者

から 感謝さ れたこ と など、リ アルな体験を語ら れました。

　 最後にパネルディ スカッ ショ ンでは、 二階堂愛委員、

三浦正幸委員、 吉村昭彦委員の 3 名も パネリ スト に加わ

り 、「 データの学術的品質を保つには？」 と いう 問いに

対し 、会場の参加者も交えて活発な議論が行われました。

こ こ では、 ミ スや不正、 再現性の取れないデータが生じ

る原因と して考えられるこ と （ 実験の未熟性や画像の条

件設定、 コント ロールの未用意、 情報解析の条件設定や

教師データの違いなど） が、 ラボでの経験を基に複数挙

げら れました。 こ のよ う なミ スや不正を防ぐ対策と して

は、 ①再現性を他の研究者に確認しても ら う 、 ②ブラ イ

ンド で第三者に実験しても ら う 、 ③研究不正に対する教

育の重要性、などが効果的な対策と して挙げら れました。

こ こ で挙げられた不正防止対策はサイエンスの基本事項

であり 、 それを守るこ と が重要であると 再認識さ せられ

ました。

　 以上、 本倫理セミ ナーでは、 サイエンスの遂行に最も

重要な「 研究データの学術的品質保証の必要性と その実

現」 について、 活発な議論がなさ れたと 考えています。

会場は満員御礼でした。 多く の研究者に本テーマに興味

を持っていただき 、 セミ ナーにご参加いただきまし た。

誠にあり がと う ございました。

（ 文責： 座長・ 大谷直子）
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